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余寒厳しい日々が続く中、緊急事態宣言が再び首都圏を中心に発令され、ワーク・ライフともに 

ご苦労されている方が多いのではないでしょうか。一方で新しい生活様式が進む中、働き方の選択

肢が増加、世の中の価値観がアップデートされたものもあるのではないでしょうか。変化の激しい

時代の中、不安や焦りといったネガティブ感情が芽生えがちになりますが、ポジティブな感情に置

き換え、自分らしい生き方や働き方を考えてみたいものです。 

 

■同窓会だより 

◆光葉同窓会ワーキングネットワーク委員会 

 日時：2月20日（土）14:00～ （オンライン ZOOMを使用） 

    「コロナ禍での今後の活動について」 

    購読者の皆さまのご参加を心からお待ちしております。ご希望の方はご連絡ください。 

→ working@swu.ac.jp  当日の URLをお送りします。 

■学園だより 

◆全国初の経営大学院（1年制）スタート 

2021年度より実務経験ある社会人向けに専門性を深め、働きながら 1年間で修士号を取得で

きる大学院 1年制コース（2つの経営コースと 1つの実務ステップアップコース）を新設。いず

れのコースも、夜間・土曜日の開講やオンライン受講との併用を通じて、仕事と両立できる柔軟

な就学、修士号取得が可能。 

詳細は大学 HP→大学院 1年制コース新設（男女共学） | 昭和女子大学 (swu.ac.jp) 

◆坂東眞理子理事長・総長のインタビュー記事がダイヤモンドオンラインに掲載 

 「ダイアモンド社教育情報：本当に子どもの力を伸ばす学校」 森上展安 氏（森上教育研究所 

代表）との対談が掲載されました。 

→DIAMOND online 第 1回「20年で志願者 4倍に！「昭和女子」が人気化した 3つの理由」 

◆大学入試  Ｂ日程試験   2月4日（木）・ 3月期入試 3月6日（土） 

◆東明忌 トルストイの教育思想を理念に本学の基礎を築かれた学父人見圓吉先生と学母緑先生

のご遺徳を偲ぶためご遺影が飾られます。 

日時  2月 4日（木）・2月 5日（金） 10：00～16：30 

場所 「先哲の碑」前   

悪天候の場合は、学園本部館１階ロビーに祭壇を設けます。 

◆図書館からのお知らせ 

「昭和女子大学創立 100周年記念特別展・新収資料展Ⅳ－ ベトナム関係  

コレクション-」 

2021年 1月 13日(水)～2月 27日(土) 10：00～17：00                   

事前予約→ 昭和女子大学図書館展示観覧・見学予約フォーム 

 

光葉ワーキングクラブメールマガジン 

mailto:working@swu.ac.jp
https://univ.swu.ac.jp/faculty/graduate/gs2020/
https://diamond.jp/articles/-/257702
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSexbxVgRxfRze7A7S_yknzShoP0Mjt0On-MKNwBbcGpcYcL2Q/viewform


■ 広げよう光の葉 

阿部 サト さん              多摩支部 1953年 家政科卒（短期大学） 

 

 

私は稲城市向陽台で生活して居ります。現在このうえなく幸せに思って居ります。昭和７

年生まれですので今年は 89歳になります。 

最近これまで歩んだ道を思い返しますと、昭和女子大学との繋がりが益々深くなってくる

のを実感せずにはいられません。 

昭和 26年に短期大学家政科に入学致しました。当時大学の家政理学科は 6から 7名でし

た。短期大学は 2組 100名位でした。 

昨年久しぶりに 2 度昭和女子大学に行く機会がありました。私達が学んでいた頃とはま

るで異なり本当に驚くばかりでした。学生時代は富士寮の大きな畳の部屋に一部屋 4 人で

生活致しました。食堂に行く時には靴下を穿かないといけませんでした。門限は 5時。私は

土曜日、井の頭まで書道の勉強に毎週行って居りましたので、いつも走って帰りました。毎

週水曜日の放課後は、英文科担任の高橋三郎先生が聖書講義をしてくださいましたので出

席致しました。当時、東大総長は矢内原忠雄先生でした。先生が毎日曜日、今井館（東横線

都立大学近く）でお祈りと賛美歌、聖書講義と感話等をしてくださいました。その時のお話

しで今でも心に残っている言葉があります。結婚したならその家の宗教に従いなさいと強

く話された事が思い出されます。 

当時ドイツのブルンナー博士が来日され、日比谷ホールで講演なさり、通訳は高橋三郎先

生がなさいました。そのご縁で先生はドイツに留学なさいました。帰国され、キリスト教関

係の大学で教鞭をとられましたが、キリスト教愛真高校を島根県江津市に創立されました

（全寮制）。先生は 2年位前に天国に召されました。 

私は昭和女子大学卒業後、大学に残るように人見圓吉先生に言われ、実験室で助手を致し

ました。一度圓吉先生に大学を辞めたい旨を話しましたところ、結婚以外は辞めさせないと

言われてしまいました。4 年間実験室で働きました。昭和 32 年に結婚することになり大学

とお別れ致しました。 

昨年同窓会からお誘いを受け、ボケ婆さんが昭和女子大学に足を運びました。今の私に

は大学と同窓会の発展を祈ることしか出来ません。             【End】 

 

 


